
じくぱこ

分布するようになっている。の制限を F級線区に適するよ う にして ， 余宇野のできた大形後|誕l

事を輸送量の:J:i!i加してきた支線区の"}'5へ転用するのが刺l重変更

のおもな目的であるが，広いな味か らいえば D 51 形機関車の

ポイ ラ圧力を. 14 kg から 15 kg に芽| 圧した ときに粘着重量を

地大するために，逆に申h重をJ.1Y/大 したものも刺1m:変更の一種と

いえよう。(横山勝義)

じくばこ 紬箱 (車両用) (英) axle or journal box (独)

Achsbuchse 制l箱はその内に軸受金またはコロ軸受を践し. 1Ií

il4hij4h首を適正な位置に保ち . ìlMlr討を行い，外部から雨水 ・ ちり

等が侵入することを防ぐと と もに， 納受金またはコロ納受を介

して 111丙の荷量を車中由に抱わせる周をする。

取h受は滑り取h受(平刺l受 plane bearing) と転がり恥h受 (roll er

beari ng) とに大別できる。

1 平取h受刺l箱

これはなかに糾l受金 (axle brass). jl~ml ìrllおよび給油装置を

収めてある もので， 国鉄1iE木の ililil箱は下記の 14 種類ある。

flli別 使用 I匹敵 イ吏 用 1jl 丙

7t. 7t 長 (甲) ポギー客車

2 1 7t 長(乙) . 10t, 10t 長 ポギー客111 ， 7ttl11 

3 7t, 7t 長(甲) 2 軸貨車

4 1 7 t 長(乙) ， 10 t , 101 長
5 1 7 t 長 (乙) ， 10t, 10t 長 ポギー貨111 (長物J11，石以J11)

6 12 t 長 2 軸士宮耶

7 大形ポギー客111

8 2 軌貨車

9 ポギー貸111 (長物111，大物事)

10 大形ポギー答J11，ボギー有益貨1ri，電車

11 7t 長(乙) E 制1 :1:'(車

12 12t .J;ミ

13 12 t 3 ~qh貨車

14 

図 l はポギー客車用のも のであるが，鋳鉄製角箱でjÌÎJl預には

給油:およひ.点検のための口 があり，パッキンをはさんで前蓋が

ポノレ ト締めされている。1. ポギー客車周平軸受軸籍

両外側にある縦の青年は秘1 _匂..:::4;虫六

箱守(もり)にはまる所で.~前打rr/炉ヲ 係者::;:::0，

制1箱守と総との聞には前 � ~野 什 li ( ,.. ~ ~ 
後左右に若干のすき間が 、，J_ ! μJμ 、じ刻
あり . 111il計lに対して幾分 軸荊 今ヨチ 軸交企

の遊びを許している 。 3 取h 1I1に対 しては Illl線通過の必要上相当

な遊間]を設けねばならない。制絡の底部にはI悶i'l'l ì出(普通鉱i出)

が入れてあってれ11つぼのj刊をなし，紛油装置は糸屑の毛細管現

象を利用 したもので，運転中il4h受金と il4hï'苛 との聞に巻き込まれ

ぬよ うに，糸屑をまくら状にからげて十分減lをしませたものを，

ij4h首下函を圧するよう軸箱底部につめ込んである。

軸1告の背後には車軌を入れる穴があるため. il4h首 とこの穴の

すき聞から雨水やチ リが入らぬ よ う ， またi出が外に流れ出ない

ように，取h箱の後墜を二重墜にし， この中にチリ除けをさし込

んでおく。 軸受金 (axl e brass) は車nl首ー と il4h箱 との 161にさ しはさ

まれており ， 事禍hは車体の重:@:と荷量を負荷して高速度に消印J

するのであるから ， この間に生ずる摩擦低抗をなるべく少なく

するように作られている。

取h受金は母体を青銅てー造り. il4hに接する聞にホワイ |・ メタ

ノレ (white metal ) と称する比較的やわらかい特殊な金属を一定

の厚さだけ鋳込んでいる。またその接触而にj出稼が設けてあっ

て，取h首ーの上に回 っ てくる ìlllをこ の併を巡じて接触而の全国に

2 コロ刺l受 (roll e r bearing) 

転り(ころがり) 取h受にはその転勤休の極頬によ って玉南h受 と

コロ恥h受とがあるが， 鉄道111丙の如き荷重の大きいものでは玉

制l受は不適なため， 複列の コ ロ総1受 2. 円すい コロ 納受
(客 . m ・ 気即~1jl)
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(taper roller bearing). 球菌コ口

軸受 (spherical roller bearing). 

円筒コロ軸受 (cy l ind r ica l roller 

bearing) と!乎ばj十している。

この恥h受て寸tI同4hの回転とともに は
コロ が転勤するから，し ゅう Eめする 1 軌箱休 7 締付 ナット

2 前ぷた 8 軸受内輪
部分がなく摩擦抵抗が非常に小さい 3 小ぶた 9 取h i受外輪

普通の il4h受金と くらべてH幹線抵抗が 4 後ぶた 10 コロ
5 ちりよけ陛 11 保持株

50 - 60 % である。 また普通の軸受金 6 ちりよけ 12 スリ ー フ

を用いる と 車両の動き出す|瞬間の摩擦抵抗が非常に大きいが，

コロ取h受を用いる と こ の瞬同の抵

抗がいちじるしく小さい。したが

って車両の起動が楽である。コロ

軸受の潤滑油は良質のグリースを

用いるが長期間用いると変質する

から ， 普通は 6 箇月おきに取担軽え

る。よって内部の点検も潤滑油を

取換える際行うが， 長期間点検す

る必要がないから保守が非常に楽
3 円すい コロ 納 受

(客 ・ 7在 ・気動J11) 部分

である。このようにコロ 納受は多くの特長をもっているので，

車両の速度向上 ・ 動力節減の意味からも電気 ・ 蒸気機関車 ・ 省:

. m ・ 気動車に大中市 4. 円筒 コロ 刺l受(客 ・ itt ・ 気動車)

に使用されている。 4 2.'\ ~
車両の軸受は単に 事

i持力学的な鉛fi[刺l首

圧力のみならず， 分

自主禄 ， レ ー ノレ縦目な

どをこす場合に起る

動力学的衝型車，引渡

りおよびプ レー キに

よ る il4h箱守から伝え

ら」れる取ht;こ[江戸lな 7.K
i 軸箱14<

平力の作用を受ける 2 fiij 7'タ

が，さらにその外に i郡長 12 13 
5 油切

山線通過等により耳ï 6 グリース止

制l縦il4h線方向にも相当なカを受ける。すなわち事担hは納に直角

な力を担うほかに，この縦軸線方向の検f!主力 (thru s t) に耐えな

ければならない。したがって車両用コロ刺l受としてはそれ自身

この償挑力をささえ， それの彬響に対して自動整位 (self-a !ig ­

ning) するように工夫されている。たとえば円すいコロ制i受，

球団コロ納受ではコ ロは 2 91J対肉的に配列してあるので. 1 組

自身で徽打主力に もふみこ たえ，自動整位をする。 また円筒コロ

刺l受はそれ自身では償推力をささえることができなし、から別に

椛力受を設けている。(林正造)

じくぱこかりあげ 軌箱仮上げ 蒸気軽量関車の iI4h~í!iは各励輸

相hの招(し ゅう ) íf!iJ部に取付けられ，事入れすることによってそ

の前後は主台粋(わりにささえられる。したがって各軌箱の中

心聞の距献は各動輪ij4hの中心となり，この距離の前後および左
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